
CNNによる予測結果と他の手法との比較
路線:鰍沢〜甲府（7:07発8:03着）

路線:鰍沢〜甲府（7:07発8:03着） 月曜日のみ

開国橋前の渋滞

過去運行データを用いたバス遅延予測に対する
いくつかの機械学習法の適用と精度比較

山崎将貴2、荒木大輝1 、名倉陽太2、豊木博泰3 （山梨大学 1大学院 2工学専攻、 3医工農総合研究部電気電子情報工学系）
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１年の日づけ別到着時刻 伊勢町〜武田神社（１７：３６発）
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[1]本研究の目的

http://busmaps.jp/

「やまなしバスコンシェエルジュ」Webページ 「やまなしバスコンシェエルジュ」
スマートフォンページ

現行の、バスの位置情報、時刻表などに
加え、ユーザの現在地及び目的地への
到着予測をサービスしたい
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終点

各停留所通過時刻を用いた単回帰による終点到着時刻の予測
路線:鰍沢〜甲府（7:07発8:03着）

始発

平日のみ精度が著しく低下

2015年5月11日月曜日

2015年5月18日月曜日

2015年5月17日日曜日

開国橋手前の渋滞

・平日のみ渋滞
・渋滞の日格差が大きい

[2]山梨県内バスの遅延状況

[3]予測に使用する数年分の過去データ

[4]各停留所通過時刻を用いた単回帰による
終点到着時刻の予測とボトルネック

[5]VICSデータを利用したいくつかの機械学習予測

[6]CNN(Convolutional Neural Network)による予測

始発

終点

開国橋

VICS(Vehicle Information and Communication System)、一般財団法人道路交通情報通信システムセンター(VICSセンター)が収集、処理、送信などを行っている
渋滞などの道路交通情報をリアルタイムで提供している。

始発地点

予測対象地点

甲府駅

VICS利用可能区間

バス経路

ボトルネック部分

遅延のばらつきが大きい⇒バスを利用しづらい
運行数が少ない⇒予測に直前の運行情報を使えない

時刻表とバス停到着時刻

運行経路のGPSデータ

バスの時系列データ 経過時間ー移動距離

バスの15秒ごとのGPSデータ

バスの15秒ごとのGPSデータ
路線:鰍沢〜甲府（7:07発8:03着）

開国橋前の渋滞が
ボトルネックになっている

鰍沢〜甲府（7:07発8:03着）でのVICS利用可能区間

VICS1

VICS2

VICS3

VICS4

VICS5

VICS6

VICS7

VICS8

VICS9

VICS10

バス停到着時刻とVICSを利用した
サポートベクター回帰(SVR),線形回帰,k最近傍法,リッジ回帰

路線:鰍沢〜甲府（7:07発8:03着）

VICSデータ入力方法
・5分前の渋滞情報のみ(one)
・5,10,15分前の渋滞情報の単純平均(simple)
・5,10,15分前の渋滞情報の加重平均(weight)
・ 5,10,15分前の渋滞情報をそのまま利用(3input)
・VICSデータを利用しない(none)

鰍沢〜甲府（7:07発8:03着）でのVICSセンサ

CNN… ニューラルネットワークの一つで、畳み込み層を持つことで画像や時系列など，
位置関係や前後関係を持つデータの凹凸的特性を捉えることができる手法

MAE (Mean Absolute Error)… ここでは予測値と実測値の差の単位を秒(s)にしたものとした
SVR,k-NN,Ridge,IRの入力について… 各バス停到着時刻を入力とした

畳み込みニューラルネットワーク
（CNN, Convolutional Neural Network）

15秒毎の総走行距離のデータ* 一定距離区間ごとの
平均速度のデータ

入力マップ

出力運
行
時
間

[s
ec

]

始発からの距離 [m]

路線99, 08:29-09:20, 2018/11/01~2018/11/30
敷島営業所発-石和温泉駅行

運行時間-移動距離のデータを速度-移動距離に変換してCNNへ入力する

• SVRでの予測精度が最も高い
• VICSデータの利用しても必ずしも精度
は上がらない

入力データ

フィルタ

フィルタ

畳み込み層の出力は
フィルタの特徴と重なる部分で
出力が大きくなるグラフになる

フィルタ

このピーク値は元データの
この位置に右記の特徴が
あることを示す

フィルタ係数を学習して最適化する

畳み込み層２の出力

畳み込み層１の出力

畳み込み層について
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入力データについて

CNNによる予測結果とほか手法との比較

大きな差はなかったが、ボトルネックと
なるバス停直前での精度はCNNが高い

CNNによる予測結果と他の手法との比較
路線:敷島営業所～山梨大学附属病院(7:53発8:44着)

開国橋前のボトルネック

他路線でも同様にボトルネック
前での精度が高い


